
   

 
 

唐津焼 

教室 
唐津焼教

室を１１月

６日（金）に開きました。今年も岸岳窯三帰庵の冨永先生にお出でいただきました。先生には、平成２３年よ

り納所小にご指導に来てくださっています。その当時は、高学年だけに指導されていたようです。全校に指導

してくださるようになって５年目になりました。 

 ６年生と５年生が、５つ目の作品作りに取り組んだという事です。みんなお家で大切に扱っている（飾って

いる）のではないでしょうか。今年も焼き上がりが楽しみです。 

昔の納所地区・住吉神社のこと 3年 
３年生の地域学習のために、ゲストティーチャーが来校されました。１人目は、郵

便局の隣に住んでおられた中山先生です。家が郵便局の仕事をされていたそうで、電

話やテレビが早くからあったようだと話されました。また、同級生が６０人ぐらいと

分かる写真や、昔の建物が分かる写真も見せてくださいました。映

画館や商店があったことも話されました。また、昔の遊びは、ビー

玉、ぺちゃ、瓦投げ、缶けり、川遊び、ゴム跳びなどをしていたそ

うです。 

ゲストティーチャーのもう１人は、住吉神社の神主の宮崎先生で

す。神社の歴史（７５０年ほど前）や納所くんちの曳山のことなど

を教えてくださいました。     

６年生が、肥前中学校で中学生生活の話を聞きました。生徒会の役員の中学

生が、説明をしてくれました。その後、英語と国語の模擬授業を受けました。

入野小と田野小の６年生と受けたので、なんだか中学生になった気分でした。 

説明会の前に、入野小と田野小の６年生と交流をしました。今年は、レクレ

ーションを取りやめたので、自己紹介だけをしました。これまでの交流（４年の社会科見学、５年の宿泊体験

学習）以来でしたので、久々の再会でした。              

 

運動場外周が除草作業後のように

なっていました。よく見ると、表面が

掘り起こされています。きっとイノシ

シの仕業だと思います。夜やってきて

いるようです。 

学校教育目標「心豊かに自ら学び 生き生きと活動する納所っ子の育成」  

～ ともに 伸びる  教育活動の実現 ～ 

  「の」…のぞみをもって がんばる子 「う」…うつくしい心で 思いやりのある子 「さ」…さわやかで たくましい子 

 

令和２年１１月２７日 第８号  文責： 納所小学校長 福田浩一郎 

 

肥前中学校説明会１１月５日（木） 

除草作業？ 



車いすバスケット ４年 １１月１２日（木） 

社会福祉協議会のご協力で、４年生が車いす

バスケットの体験をしました。車いすバスケッ

トの選手が４名、来校されました。選手たちは、

力強くタイヤを回して、とてもスピードが出て

いました。ボールさばきも上手で、すごいなあと

感心しました。 

 貴重な体験ができるという事で、田野小の４

年生も来校して、一緒に教えてもらいました。た

くさんの競技用車いすを準備してくださり、みんなで車いすバスケットのゲームを体験しました。 

授業参観  
１１月１９日（木）３校時４校時 

久々の授業参観に、延べ人数６２名

の方が参観してくださいました。間隔

をあけて見てくださいました。廊下か

ら遠めに見ておられる保護者も多くお

られました。 

参観してくださって、ありがとうご

ざいました。 

ボランティア ゴミ拾い 

１１月７日（土）に、社会福祉協議会の呼びかけで、

肥前町全体で、ボランティア清掃活動がありました。納

所地区でも小学生と保護者と職員で約２０名ほどが集

まって、道路沿いのごみを拾いました。 

中学生は、登校日になっていて、全員が農漁民センターに集まり、学校へ

向かって歩きながら、ごみ拾いをしてくれました。 

参加してくださった皆様、ご苦労様でした。そして、ありがとうございま

した。 

児童朝会 １１月２５日（水） 
今月も児童朝会を開きました。子ども達（企画実行委員会）の進行で、

今月の歌を歌い、各委員会からのお知らせがありました。この後に、『か

ぜっ子発表』というコーナーがありました。これは、勉強したことを学年全員で発表したり、得意な子が

発表したりします。他には、習い事を披露したいと自分から申し出る子

もいます。 

今月は、１年生と３年生と４年生が発表

しました。発表をする子ども達を見ると、

いつも感心します。それは、全校の前で、

発表してみようと積極的に考えることが

素晴らしいですし、また実際にみんなの前

で出来ることが素晴らしいからです。 

この取り組みは、昨年度から続いている

ので、もう当たり前のように子ども達は感

じているかもしれません。が、人前に立つ

という経験をしている事や自分から発表

しようと前向きな考えを持つという事は、

とても素晴らしいことです。これから先も

自分の成長のために、『かぜっ子発表』に

挑戦してほしいと願っています。  


